
◎ 後援会が、花環、香典、祝儀などを出すと処罰されます。
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問
　「
元
気
な
津
山
」を
作
る
た
め
の
成

長
戦
略
の
内
容
は
。

答
　「
農
林
業
」「
も
の
づ
く
り
」「
観
光
」

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」の
４
つ
を

成
長
分
野
に
位
置
づ
け
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
地
域
経
済

の
核
と
し
て
、
26
年
度
か
ら
10
年
間
、

集
中
投
資
を
し
て
い
く
。
ま
た
、（
仮

称
）
つ
や
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
企
業
の
成
長
を
後
押
し
す

る
た
め
の
支
援
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

た
い
。

問
　
災
害
の
発
生
な
ど
、
緊
急
時
の
市

民
へ
の
情
報
伝
達
手
段
は
ど
う
す
る

の
か
。

答
　
昨
年
よ
り
、
防
災
無
線
、
有
線
放

送
設
備
の
な
い
旧
津
山
市
内
で
は「
Ｆ

Ｍ
つ
や
ま
」
と
緊
急
情
報
の
放
送
契

約
を
結
び
、
緊
急
時
に
は
ラ
ジ
オ
の

ス
イ
ッ
チ
が
自
動
的
に
入
っ
て
放
送

が
始
ま
る
「
防
災
ラ
ジ
オ
」
の
活
用

を
進
め
て
い
る
。
25
年
度
は
旧
市
内

の
予
定
避
難
施
設
や
公
共
施
設
等
へ

配
付
し
て
き
た
。
26
年
度
は
、
災
害

時
要
援
護
者
に
登
録
の
世
帯
等
へ
６

０
０
台
の
無
償
配
付
を
計
画
し
て
い

る
。
ま
た
、
一
般
世
帯
へ
の
助
成
制

度
も
検
討
し
て
い
る
。

問
　
公
共
施
設
の
更
新
問
題
は
自
治
体

の
大
き
な
課
題
。
津
山
市
の
公
共
施

設
の
内
訳
は
。
ま
た
こ
れ
ら
を
維
持

管
理
す
る
た
め
に
、
現
状
と
課
題
を

明
ら
か
に
し
て
、
今
後
の
公
共
施
設

の
方
向
を
考
え
る
た
め
の
「
公
共
施

設
白
書
」
の
作
成
に
つ
い
て
市
の
考

え
は

答
　
学
校
教
育
施
設
が
75
、
生
涯
学
習

施
設
が
１
１
３
、
庁
舎
が
７
、
福
祉

施
設
等
が
10
、
そ
の
他
の
公
園
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
が
８
６
４
施
設

あ
る
。
公
共
施
設
の
一
元
管
理
は
行

革
に
お
け
る
今
後
の
中
心
的
な
課

題
。
26
年
度
は
施
設
白
書
の
作
成
に

取
り
組
む
予
定
と
し
て
い
る
。

問
　
昨
年
、
伊
原
木
知
事
は
、
県
に
お

い
て
28
年
度
ま
で
に
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
平
均
正
答
率
を
小
・

中
学
校
と
も
に
全
国
10
位
以
内
を
目

指
す
と
し
て
い
る
が
、
津
山
市
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

答
　
全
市
を
挙
げ
て
実
施
し
て
い
る「
津

山
市
学
校
力
向
上
推
進
プ
ラ
ン
」
の

３
つ
の
重
点
的
な
取
り
組
み
を
さ
ら

に
進
化
・
充
実
さ
せ
て
い
く
。
26
年

度
の
新
規
事
業
と
し
て
は
、
小
学
校

の
普
通
教
室
へ
の
教
材
提
示
装
置
の

導
入
を
計
画
し
て
い
る
。

問
　
４
月
か
ら
消
費
税
率
が
５
％
か
ら

８
％
と
な
る
が
、
消
費
税
は
低
所
得

者
ほ
ど
そ
の
影
響
が
大
き
く
な
る
。

そ
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、
国
の

措
置
で
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

が
今
年
支
給
さ
れ
る
が
、
そ
の
申
請

内
容
を
聞
き
た
い
。

答
　「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
は
、
平
成

26
年
１
月
１
日
の
住
民
登
録
者
で
、

26
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
の
方
に

１
万
円
支
給
。
た
だ
し
市
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
、
生

活
保
護
受
給
者
は
対
象
外
、
こ
の
内

老
齢
基
礎
年
金
や
児
童
扶
養
手
当
の

受
給
者
は
５
千
円
の
加
算
措
置
が
あ

る
。「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
」
の
対
象
者
は
、
26
年
１
月
分
の

児
童
手
当
の
受
給
者
で
、
25
年
の
所

得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限
に
満
た

な
い
方
で
、
児
童
１
人
に
１
万
円
支

給
さ
れ
る
。
な
お
、
両
方
の
給
付
金

を
同
時
に
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

産
業
・
観
光
振
興
で

「
元
気
な
津
山
」
を
！ 原 岡安 川端
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